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Yuhonsha 4A 優霞雲 Youhsiayun 24 4912123? 

Zuiho (柑子瀬） 3 瑞芳 Juifang 25 0712148 

* counties located plain only: 2, Kelung City (基隆)，9, Changhua (彰化県)， 
10, Yunlin (雲林県)，12, Tainan (台南県) • 

Summary 

The locality names of Formosa appeared m the botanical literature before 
1911 are listed alphabetically, together with corresponding present Chinese 
names as well as tneir counties. Detailed position of each locality is given 
with longitude and latitude. 
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□西沢一俊•村杉幸子： 海藻の 本一 食の源をさぐる 215 pp. 1988.研成社.¥1，300, 
食品としての海‘藻を，主として成分の上から解説した啓蒙書。海藻は アルギン酸， 寒 
天， カヲギー ナン， フコイ ダン， ラミナ ランなど，他の植物群には見られない特殊な多 
糖類を生産する0これらの物質は化学的にはどのようなものか，用途はどうか，海藻が 
肥満防止，血糖値上昇抑制，動脈硬化防止あるいは大腸がんの予防などに効果があると 
いわれるが，それらと上記の多糖とはどのような関係にあるのかなどがわかりやすく記 
述される。別の章では海藻の味•香り • においの成分，代表的食用海藻4 種ノリ.コン 
ブ.ワカメ.ヒジキ の食品としての適性成分なども解説され る。 食品として未知の部分 
の多い海藻の将来の利用拡大への配慮から，海藻と バイオテクノロジー， 海藻と養殖， 
有用海藻と分布， バイオマスと 海藻，海藻の生物学などの章 も 添えられる。栄養の面か 
ら見直され始めた海藻を物質の面から知るのに手頃の本である= (千原光雄） 
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